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はじめに ノハカエデーナガミボチョウジ群団や低地ないし海岸植生はいく

種かの亜熱帯・熱帯系高木種を混生し､1,.`)非石灰岩地のイタ

ジイーボチョウジ群団は暖帯林類似のブナ科樹種が優占する高

木林分を榊成する。一方、琉球列島の植物相の由来について

初島ｱ)は、固有属が２、中琉球の固有種は中国の南部、南西

部産のものに近縁であるとしている。さらに琉球四隣にわたって

分布する共通固有種をみると、琉球から日本（トカラ列島以北）

に分布するものが142種、台湾にわたって分布するものが134種

あり、沖縄諸島を分布の南限とするもの、つまり北方系植物が７４

種、北限の南方系植物が54種となっている。沖縄島北部のイタ

ジイーボチョウジ群団に区分される照葉樹林の構成種について

は、地形の位極、撹乱、植物地理などによって森林植物の由

来や成因が報告されているが､0.14)ここでは森林群落の林分構造、

植物種の生活形と地理分布から、亜熱帯照葉樹林、海岸林の

第三段階楠造について種組成、同位楠造の特徴を抽出する。

森林群落は通常、高木、亜高木、低木、草本など階層構造

をもち、各階層で大きさ、生活形、地理分布の異なるさまざまな

種や個体が共存する同位社会を形成している。同位社会構造か

ら各階層には異なる構造が認められ、このように同所的な群落内

の階層の違いに応じた棲み分けを生物社会の第三段階構造と呼

んでいる。また植物社会について、大地域的気候レベルに応じ

た棲み分けを第一段階構造、同一気候下にある地域レベルに

応じた棲み分けを第二段階榔造という｡!）

沖縄島は第一段階構造の亜熱帯照葉樹林に属するが､ユ])森

林の優占種と主要な樹種がブナ科などの暖帯林と生態的同位種

で構成することから異論もある｡４１第二段階榊造の植生分類の立

場から地質、土壌の環境傾度に応じて、琉球列島の照葉樹林

は２群団に大区分され､,)そのうち琉球石灰岩を基岩とするクス

※ＣＯ犀spondingauthor(E-mail:akahige＠agr・u-ryukyu､acjp）
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調査地の位置と調査プロット

lnvestigationPIot

国頭村安田区の安田川流域は、山地におけるイタジイ優占の

照葉樹林から人工林、海岸高木林、河ロのマングローブまで相

観の異なる森林をみることができる。森林の各階層を構成する植

物同位社会の第三段階構造を明らかにすることによって、草本

種および樹木の生活形組成、暖帯林の生態的同位種で比較さ

樹極く胸高直径、樹高を測定し、また高さ１ｍ以下の構成種

について全出現種の優占度・群度を調べた。各プロットに出現

する全種および個体について、階層ごとに文献'4)により生活形、

地理分布を類別し、生育立地の異なる調査地の特性を検出した。

結果と考察れる亜熱帯照葉樹林と海岸林の特性を探求していきたい。

調査地の位置と調査方法 １．林分構造

毎木調査と植生調査の結果（Tablcl）をみると、ｈａ当りの立

木本数は伊部岳頂上と斜面地尾根部の風衝植生で最大値を示

し、斜面の中部から下部へ低地のリュウキュウマツ人工林、海

岸高木林と標高が低くなるにつれて減少する傾向がみられる。

風衝植生で立木本数が増加するのは、上層木が強風、土壌乾

燥の影響を受けて故損や倒木が頻発し、１ｍ高以上の小径級

の低木や萌芽が多く発生することが考えられる。人工林で立木

本数に増減があるのは、やや風衝地で除伐を行なっているせい

であろう。マングローブは小径級木からなり、中径級木のある海

岸高木林より増加する。

基底面積は照葉樹林でha当り平均約58㎡となり林分間で大差

がみられないが、除伐施業した人工林、海岸高木林、マングロー

ブで低い値を示している。海岸高木林の基底面積が低いのは、

調査前の台風で中・大径木が倒木などによる欠落が考えられる。

種数は標高が低いほど減少する傾向にあるが、山地の照葉樹林

では伊部岳頂上で最大値を示すものの、天然林上部より中部の

下層植生の種数と全種数が増加するなど明瞭ではない、これは

同一斜面では中部や下部・谷筋で低木種や草本種が増加する

ためだろう。1s)マングローブでは、構成種がほぼオヒルギ１種が

調査地は沖縄島の北部、亜熱帯照葉樹林が土地利用の大部

分を占める国頭村安田区に位置し、調査区域は安田区の安田

川流域における脊梁山地から丘陵地の人工林、海岸林、河口

のマングローブに至る（Fig.１）。安田川の水源を発する後背山

地には伊部岳（標高353ｍ）が控えている。調査プロットは、山

地の伊部岳から海岸域まで地形、位置、植生などによって４地

域８プロットを設定した。その内訳は、イタジイ、イスノキ、オキ

ナワシヤリンバイ、オキナワウラジロガシなどが生育する山地の照

葉樹林において風衝植生の伊部岳頂上斜面に１個、伊部岳に

隣接する斜面地で尾根部から下部まで連続して３個、イタジイ

林を潜在植生とする低地のリュウキュウマツ人工林に２個、アカ

テツ、ミフクラギ、クロヨナなどが生育する海岸地の海岸高木林

に１個、オヒルギ、メヒルギなど河口泥湿地に発達するマングロー

ブに１個である。

調査プロットはコドラート形状で大きさは立地、林分構成種、

立木の径級、密度などからl0mx10m（100㎡)、ｌＯｍｘ２０ｍ

(200㎡)、１５ｍ×15ｍ（225㎡）とした。全調査プロットで毎木

調査と植生調査を行った。毎木調査は高さ１ｍ以上の全個体の



沖縄島北部における亜熱帯照葉樹林の第三段階櫓造と植物地理 ７

TablelResultofTYeeCensusandVegetationSurvey

毎木調査と植生調査の結果

項目 伊部岳頂上天然林上部天然林中部天然林下部ﾘｭｳｷｺｳﾏﾂ人工林海岸高木林マングローブ

標高
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調査結果

◎樹高１ｍ以上の木本

本数（ha当たり）

基底面積㎡OB当たり）

極数

．樹高１ｍ以上の藤本

種数

．下層植生

極数

．全層

全種数

49,900

50.78

４３

62,500

68.61

３５

31,800

57.85

13,650

53.43

３２

8,089

37.69

２３

9,800

42.15

２３

110250

33.08

３3９

４ １ ５ 10 ２ ９ ２

6９ 5４ 5０6２ 3７ ４１ ３

6５8３ 6３ 7７ 4４ 5０ ５

優占種となっていることによる。斜面上部と斜面下部の林分榊造

を比較すると、斜面下部で木本密度とくに下層木の密度が低く

なるが、斜面の侵食の重要性は一般的な傾向で、斜面下部、

谷部の崩壊や地すべり撹乱によるあとの土壌の肥沃度の貧化が、

実生の定籍制限になるとされている。１１)これとやや異なる報告も

ある、!`）国頭中央山地の尾根部や斜面上部はRＡ型一RC型土

壌、ＹＡ型一ＹＢ型土壌が分布し、一般に養分が貧化し理化学

的性質が不良でリュウキュウマツ、イタジイ、マテバシイ、イスノ

キ、ヒメユズリハなどが出現する、斜面下部や谷部はYD(D)型土

壌、Ｙ､型一YE土壌が分布し、団粒構造が発達して一般に理

化学的性質は良好であるが下層部ではしまって不良となることが

ある、ＹＥ土壌は運稲土で最適な土壌条件を有し、エゴノキ、ア

カミズキ、アカメイヌビワ、オニヘゴなどが出現する。山地の地

形と植生は、地質や土壌、地すべりなどの撹乱、風その他の要

因が絡んでいて、総合的視点からの研究、考察が必要である。

２．生活形の階層構造

「琉球植物誌｣'７)を基本にして、琉球列島の木本植物の生活

形分類を行い、'０）さらに調査プロットの構成樹種を高木、中高

木、小高木、低木種の４生活形に分類した。Fig.２，３は各

調査プロットの樹高階による生活形ごとのha当り個体数、種数の

頻度分布を示したものである。樹高階の林冠高は伊部岳頂上、

天然林上部が６ｍ～７，，７ｍ～８ｍで最も低く、同一斜面

の中部～下部にかけて増大している。山地林に比較して低地の

人工林、海岸高木林が10ｍ～12ｍ高と減少し、マングローブが

８ｍ～９ｍ高で海岸高木林より低くなっている。林冠高の違い

は、強風、栄養塩類、土壌の深度などの環境条件が関係し、

標高の高い斜面上部の立地や海岸でこれらの環境条件が強く作

用するかあるいは貧弱で、樹高成長に負の効果を及ぼしている

と思われる。

樹高階による毎木調査からの個体数分布は、小径低木種の

多い伊部岳頂上と天然林上部で樹高３ｍ以下の下層の密度が

極めて高くなり、下層の個体数の増幅の大きいL型分布を示して

いる。林冠高と同様な環境条件により、低木種と低木層から抜

け出せない高木～小高木種が、下層の段階で消長を繰り返して

いるものと考えられる。天然林上部は伊部岳頂上に比ぺて低木

種の個体数が少ないが、これは密度効果によるもので、天然林

上部は低木種より樹高成長の早い高木～小高木種の個体数密

度が高いためだろう。すなわち高木～小高木種は、風衝環境の

強い林分において樹高３ｍ以下の実生個体と萌芽個体が短期

日で発生していることになると考えられる。逆に天然林中部．下

部で低木種の個体数が多いのは、伸長成長に対する環境条件

が穏やかで高木層の発達によって下層の光環境が比較的低下

することで、マルバルリミノキ、ヤマヒハツ、ボチョウジなど、耐

陰性の高い低木種の個体が成育しやすくなると推察される。

樹高階による種数分布は、ほぼ全プロットで下層ほど種数が

増加するＬ型分布を示す。最下層は草本種を含み、種組成は

おおかた上層の種を含む、逆に上層へは立木本数の減少にとも

ない種数も減少するので、Ｌ型分布は森林の一般的特徴といえ

よう。Ｌ型分布の下層への増大幅は山地照葉樹林で大きく、海

岸高木林とマングローブで小さい、これはTablelでみられるよう

に沿岸植生で全種数、下層植生の種数が少ないことによると考

えられる。リュウキュウマツ人工林は中木屑段階で高木種～小高

木種が増加するが、高木層に達したリュウキュウマツの下屑に天

然更新したものが成長した結果と思われる。その低木層で高木

種～小高木種の種数が少ないのは、個体数の減少と同様に下

層伐による影響が考えられる。

生活形の階層分布は、生活形の順位に応じた階層構造を構

成する。どのプロットでもおおかた高木種が高木層から低木層に

分布し、下層にいくにともなって前述したように種数が増加してき

て、中高木種、小高木種、低木稲が同位社会に構成される。
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木種と小高木種が混生する。このような立地では、林冠高が低

いために耐環境圧の高い高木種、中高木種、小高木種が上層

天然林の中部、下部、人工林、海岸林は典型的な階層構造で

あろう。風衝環境の強い伊部岳頂上と天然林上部の最上層は高

天然林下部
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に達し、耐環境圧の低い高木種や中高木種は逆に亜高木層以

下の下層に寒冷地の潜り込み型'》のような現象で共存すること

が推察される。伊部岳頂上と天然林上部の５～７ｍ高の上層

に出現する高木種はイタジイ、イスノキ、マテバシイ、小高木種

Iまオキナワシヤリンバイ、モチノキで、４～５ｍ高に出現する中

高木種はショウベンノキ、フカノキ、ヤプニッケイである。一般に、

斜面上部の土壊が乾燥した風衝地の上鬮には優占種の他にマ

テバシイ、オキナワシャリンバイ、モチノキ、ヤプニッケイなどの
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出現頻度が高くなるといえよう。

３．植物地理の階屈構造

植物区系から堀田‘）の日華区系と近接した植物区系を基に、

ここでは琉球列島の周辺の植物分布域が以下のように６つに分

類された。Fig.４に植物地理区分図を示した。

日華区系→北植物亜界の東南シベリアから日本、中国、

朝鮮、ヒマラヤ、チベットに及ぶ。

中琉球系→沖縄群島と奄美群島を含む。琉球の固有種が

分布する。

琉球系→琉球列島（八重山群島から奄美群島）

東南アジア区系→旧熱帯植物界のうち、琉球列島、台湾、

海南島、中国南部、インドシナの範囲。

南方系→マレーシア区系、メラネシア・ミクロネシア区系と

さらに南方に至る範囲。

広域系→上記２区系、中琉球系、琉球系、南方系、とイ

ンド区系などを含む全域。

Fig.５は縦軸に樹高階をとり、横軸に植物区系．中琉球系、

琉球系に地理分布する種数を示した。階層別の植物地理分布も

基本的にL型分布を示す。伊部岳頂上、天然林上部では、高

木層は日華区系種と広域種が占めるが、日華区系種と広域種は

全階層に分布する。日華区系種と広域種はマテバシイ、イタジ

イとイスノキで、東南アジア区系種はオキナワシャリンバイである。

中木屑は中琉球系種のホソバシャリンパイ、低木層は東南アジ

ア区系種、中琉球系種、１ｍ以下にウラジロカンコノキ、ノボタ

ンの南方系種が同位社会を形成する。中琉球系はニッケイ、リュ

ウキュウコンテリギである。下層のシダ植物、草本植物、ツル植

物は琉球系・中琉球系・東南アジア区系種が出現する。

天然林中部・下部と斜面位置が下がっていくにつれて日華区

系種はその種数と同位社会をつくる階層組成が減少する。斜面

中部の高木層は日華区系種と琉球系種（イジュ)、中木屑は中

琉球系種（ムッチャガラ）と琉球系種にサカキサザンカ)、低

木層は東南アジア区系種（ナンバンアワプキ、シマミサオノキ、

リュウキュウハイノキ、ヤンバルミミズパイ、アカミズキ)、南方系

種（タイワンルリミノキ、その他)、下層の草本種その他は、東

南アジア区系種（オニヘゴ、オキナワサルトリイバラ、ヒョウタン

カズラ)、南方系種（クロガヤ）がみられる。
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階層構造と植物地理分布
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天然林下部の高木層は琉球系種（オキナワウラジロガシ、イ

ジュ）が優占し、中琉球系種が日華区系種と広域種と同位社会

を形成する。中木屑は東南アジア区系種が増加し、琉球系種

(ヒメサザンカ、オオシイバモチ、その他)、中琉球系種、低木

層は中琉球系種、琉球系種、東南アジア区系種（ヤンバルマ

ユミ、アマシバ、その他)、南方系種の６区系の全種が構成種

となっている。

リュウキュウマツ造林地では高木層は日華区系種（リュウキュ

ウマツ)、中木屑以下は山地の照葉樹林と同様に日華区系種

(アデク、ヒサカキ、サザンカ、その他)、琉球系種（シバニッケ

イ、その他)、中琉球系種、東南アジア区系種（ギーマ、その

他)、下層の草本種その他は琉球系種（コシダ)、東南アジア

区系種、南方系種が混生し、広域種のススキが出現するのは光

環境が充足しているからだろう。

海岸高木林では、高木層は南方系種（アカテツ、クロヨナ、

アカギ、ミフクラギ)、７～９ｍ高で広域種のヤプニッケイが同

位社会を形成する。中木屑の４ｍ高以下～低木層は日華区系

種（ハマビワ、クワノハエノキ)、東南アジア区系種（オオバギ、

ヒラミレモン、オオシマコバンノキ、その他)、南方系種（リュウ

キュウガキ、フクマンギ、フクギ、リュウキュウコクタン、ハスノハ

ギリ、その他)、広域種（オオハマボウ、トベラ、シマグワ、モク

タチバナ、ホルトノキ、マサキ、リュウキュウクロウメモドキ、コク

テンギ、タプノキ、ゲッキツ、その他）が混生する。下層の草本

種その他は日華区系種（エピヅル)、中琉球系種（ﾘュウキュウ

ウマノスズクサ)、東南アジア区系種（ケハスノハカズラ)、南方

系種（ナンテンカズラ、トウヅルモドキ、シイノキカズラ、トゲカ

ズラ)、広域種（ノアサガオ、サカキカズラ、イボタクサギ、フウ

トウカズラ、ツルグミ、カラムシ、シマツユクサ、ホシダ、その他）

が出現する。マングローブでは、全階届とも南方系種のオヒルギ

が優占し、高木層はオヒルギの単一種社会を形成する。中木屑

以下にメヒルギが混生し、下屑の草本種その他も南方系種、広

域種が出現する。

これらの組成穂を、山地照葉樹林と海岸林について同位社会

の階層構造から種数の多い区系種をとり上げて、Fig.６に植物

地理の地形上の変化を示した。

階層構造でみると、山地の照葉樹林において頂上部と斜面上

部は高木厨から低木層まで日華区系種で占められる。少数種で

は中木層から低木厨、草本種その他にかけて東南アジア区系種、

琉球系種、中琉球系種、南方系種が出現し、亜熱帯．熱帯性

の種が構成種となる。斜面中部と下部は、中部で多数種が日華

区系種になるものの構成種全数では日華区系種より亜熱帯・熱

帯性の種が多くなり、さらに斜面下部では琉球系種と東南アジア

区系種が多数種となる。海岸林は各階層とも南方系種が多数種

となり、とくにマングローブは南方系のほぼ単一種となる。海岸

高木林は高木層から中木屑にかけては南方系種と広域種で占め

られるが、中木屑下部から低木層にかけては照葉樹林とは逆に

東南アジア区系種と日華区系種が楠成種となってくる。

以上の地理分布の傾向を概観すると、地形の標高・斜面位

山地斜面

頂上部

上部

地形 山地斜面

中部

下部

海岸

海岸高木林

マングローブ

－゛ -し

階層 植物地理

高木層 日華区系

日華区系

南方系

南方系

日華区系

琉球系

中木屑 日華区系

日華区系

日華区系

東南アジア区系

南方系

南方系

低木層 日華区系

日華区系

日華区系

東南アジア区系

南方系

南方系
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琉球系
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日華区系

南方系

Fig6RelationshipamongFo塵stCommunity，Stratification，andPlantGeography

森林群落‐階層構造植物地理の関係

※調査地の階層高：（）の数値は、高木層一中木屑一低木層の階層高、、伊部岳頂（5～７，３～５，０～3)、斜面上部（５

～８，３～１５，０～3)、斜面中部（8～１４，３～８，０～3)、斜面下部（14～２１，３～１４，０～3)、海岸高木林（7～１１，３～７，

０～3)、マングローブ（7～９，３～７，０～3）表示の植物地理は、広域以外の種数の多いものである。
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置の高い立地ほど、階層構造の高木厨の高い階層ほど日華区

系種が占め、標高・斜面位置の低い立地・海岸へ下るほど、

また階層構造が下層へいくほど、中琉球系種、琉球系種、東

南アジア区系種、南方系種など亜熱帯・熱帯性の種が構成種

となる。逆に海岸高木林は階厨構造の下層へいくと日華区系種

が構成種となる。

地形と階層構造による植物地理分布は、植物の種子散布様

式と関係して、高い立地と高い階層に分布する樹種は重力散布

型で、落果後は地上動物による移励散布型が多数を占めると考

えられる。さらにこれらの樹種はかつて琉球列島が大陸・日本

本土と地続きであった時代に分布を広げてきた種で、海面上昇

で絶滅しなかった種群であろう。イタジイ、マテバシイは重力散

布型の典型的な種で、その他高木層～中木屑に同位社会を構

成している樹種は大陸・日本本土に分布するもので、シキミ、リュ

ウキュウモチなどの日華区系種、イスノキ、コバンモチ、モッコク、

ヤプツバキ、ヤブツバキなどの広域種が多く、第四紀のはじめ

の低温期に分布していたシイ・カシ型の常緑樹林が残存した種

と考えられている｡４．１２．１])これらの種には鳥による被食型散布もあ

るが、散布範囲が比較的狭く定蒜率の低い種と思われる。

逆に、低木層の同位社会を形成する低木種や草本種などは、

鳥散布、風散布による散布範囲の広い種が多く、琉球列島が大

陸から隔離した後に分布を広げた種の構成も考えられる｡'，)斜面

下部は撹乱頻度が高く､'1)撹乱に適応した種が分化や進化を遂

げ、また散布範囲の広い東南アジア区系や南方系の稲が定着し

たものであろう。山地の尾根部や斜面上部は日本本土との共通

性が高く、斜面下部や谷部で台湾との共通性が高いのは､８．M）

同様なことが考察できよう。イタジイはオキナワジイ（CuFm"qpsjs

sje6oldijwm／WchWePfsjs）として琉球列島の固有種（変種ある

いは亜種）とする見解もある｡３-'１．１，．１，)沿岸域の海岸高木林とマ

ングローブの高木層～中木屑は、海面が低下した後に海流によっ

て散布、定着した南方系種で占められる｡１，)低木層や草本種に

みられる日華区系種は、大方が鳥散布、風散布、付藩型散布

による散布範囲の広い種である。

亜熱帯林を構成する種群は、生活形や植物地理の異なる麺

が地形と階層に応じて棲み分けをし、それぞれの種の特性を反

映しながら階層同位社会を形成していると考えられる。

３．植物地理は地形によって異なり、広域種を除いて、標高の

高い立地では各階層とも日華区系種が占め、山地斜面の下

部では高木層に琉球系種、下層になると琉球系種と東南アジ

ア区系種が多くなった。海岸林では各階層とも南方系種が占

めるが、海岸高木林の低木層は日華区系種が構成種となった。

４．地理分布は地史と種子の散布様式に関係し、標高の高い

立地の林分、とくに上層は重力散布型の大陸や日本本土との

共通種、斜面下部や各立地の下屑は鳥や風散布型の東南ア

ジア区系種が分布し、海岸林では海流散布型の南方系種が

構成種となると考えられた。

本研究は大学教育研究重点化経費を契機に始められた、「島

嗅生態地域にみる人間自然共存社会榊築の基礎的研究」の一

環をなすものである。安田区を対象として自然、社会、農林業、

経済などの総合的な調査のなかで、ここでは森林植物社会につ

いて解析したが、内容はまだその一端を示したに過ぎない。な

お、本研究の一部は平成15年第51回日本森林学会九州支部大

会で発表した。

調査に当り、農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究セン

ター・与那フィールドの技術職員、安田区区長および区民の協

力を得た、ここに深く感謝申し上げる。
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